


































占領以降、米兵による犯罪の被害にただただ「堪忍」を強いられてきた日本人にとって、米兵ジラードが日本の裁きの場に立つことはそれまで 者 ちの無念の一部でも晴 せる千載一遇のチャンスだった。その意味でこの 判が日本で開かれたことは裏取り引きの事情を知 ない当時の人びとにとってまさに光明であり、 れ故にそれはまた、人心を欺いたこと して重大な問題であったのだ
















































































































































































































































































だフィールド・ジャケットが地面に乱雑に放置されていた。東峰の東斜面にはメイホンの兵士らが思い思いの格好で体を休めていた。たまたまそばにいたジラードとニクルはメイホンに機関銃と装備品を監視するよう命じられた。河内の判決文によれば、「休憩を兼ねながら右軽機関銃の警備の任についた」とあり、任務に服しつつも半ば他 兵士たち同様に休息をとったのである。日本人弾拾いたちは米兵たちのいる東峰を避けるよう 一定の距離を置いて銘々に散らばり こちらも休憩し
ていた。上官からの命令を受けたニクルとジラードは機関銃の近くへ移動し、大砲の着弾でできたフォックス・ホールと呼ばれる窪地 中 身体を休めた。
間もなくしてニクルは近くに落ちていた薬キョウを拾い集めると、南側の斜面に放りはじめた。周辺にいた弾




















































いたちに一端の責任があるとした。貸与されたグリネード・ランチャー付きのライフルに触れ、 「…通常分隊長、副分隊長のみが所持し、兵卒の所持しない手りゅう弾発射装置が装着されたままであったことから この武器が被告人をして稚気を起こさせ、本件を偶発した」とジラードの幼児性を強調し あと、日本人弾拾いたちと悪ふざけする一部の兵士たちの行動が節度を起こえた めに事件は起きたと述べた。そして、 …一兵卒に過ぎない思慮の未熟な被告人のみに本件事件の全責任を負わせることは相当ではない」 と、 ジラードに一定の配慮を示した。
被告人が弾拾いをとくに蔑視して たということはなく、また事件直後のジラードの狼狽ぶりから、被害者な



















































と答える一方、控訴に関しては、 「慎重に協議する」と言うに どめた。上告しても重い量刑 期待できないとした検察は控訴を見合わせ、一二月三日に刑は確定され
た五〇
。一方、弁護人の林は、 「…裁判が公正であるという




































































寿は裁判長、河内が日本人弾拾いの証人 ち ときに曖昧な物言いに対して厳しく叱責しておきながら被告人に対して寛容であったことを挙げ、「アメリカに見せる裁判」と形容して、その偽善性を突いた。金は韓国で最近 起こったある米兵事件に言及する。道ゆく中学生に理由なく発砲し殺害した加害者が米軍
































































ug. 26, 1957, 『上毛新聞』昭和三二年六月一四日、夕刊、河内裁判官は過去、六回にわたって法廷で検事、弁護士、証人
などに対し叱りつけたり中傷したりの行き過ぎた行為があったという。 『読売新聞』昭和三九年一月一八日、 朝刊を参照のこと。
一一






es, July 20, 1957, ジラードの地元とされるイリノイ州オタワ市の地元紙に小縄ほか、裁判官や弁護士のプロフ
ィールが記事となっている。
一二














































































If I said I saw
（
the incident ）, I w
ould be letting him
 dow






 and received 
various advice from
 an investigator there. T
hen I decided to tell the truth. O
ne other reason is that G

































































同右、 『読売新聞』昭和三二年一〇月三日、夕刊 一〇月一九日、夕刊、 『朝日新聞』昭和三二年一〇月四日、夕刊。
四〇
　






　『同右』昭和三二年一一月一八日、朝刊 毎日 〇 朝 、 「余録」には傷害致死罪は二年以上の有期刑で執行猶予が可能なのは三年の懲役刑まで。
四四
　
一九五七年三月二〇日、仙台地裁で米兵第一号の死刑判決が言い渡され 被告人はオービス・Ｌ・Ｃ・ブーン二三才と佐々木茂子二〇才 あった。ブーンは第一騎兵師団第五騎兵連隊所属の二等兵で 前年四月、同僚との間で傷害事件を起こし帰国命令を受ける。ブーンはキャンプ 脱走し、夜 女茂子と知り合い、逃避行する 茂子の実家近くに掘っ立て小屋をたて生活するも金に困る。茂子が夜の町で米兵 おびき出しブーンが棍棒で殴打し現金をとる どの強盗傷害を二件、そして日 置き同じ手口で起こした三件目の犯行で相手の米兵を殺害する。これらの犯罪で得た金を使い果たすと今度は茂子の同僚、村木紀久子二五才の住まいを二人で襲い紀久子の首 ブーンは締め茂子もこれを幇助 て殺害 金品五二点を奪い、紀久子の死を確実ならしめるために引き返し戸を施錠し放火する。九月 日 こと。五日後二人は逮捕され仙台地検に身柄は送られる。
　　　





さて、ブーンは一九五六年一二月に軍事裁判で終身刑となる。日本の公判で被告両名は紀久子への殺意を否定。しかし検事側の追求でそれは崩され「人のなし得る最大の犯罪」と検事に言わしめた。そしてこの五回目の公判で検事は「両被告とも前非を悔いており 、米軍事裁判で終身刑を受けているからこのつり合上無期懲役を求刑する」とした。死刑の求刑を誰もが予期していたのであったが。弁護士は大い 慌てた。米兵への三件は強盗傷害と強盗傷害致死罪が適用されたが、紀久子殺害は計画的殺人がほぼ立証されていた。検察の論告に対し は「米軍 追随」との非難に晒される。
　
　　　























































Girard is now tried in Maebashi Municipal Court. Of witnesses, Victor 
Nickel was attracted a great deal of attention since he was at the scene 
when Girard shot Sakai Naka. This paper clarifies what eventually 
occurred on Naka’s death. Also it intends to show how Japanese respond 
to the judgment delivered on William S. Girard, whose crime was 
determined to be lessen by the secret promise concluded between Japan 
and the US.   
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